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若草・岡本西地区自主防災連合会規則 

 

（名称） 

第１条 この会は、若草・岡本西地区自主防災連合会（以下「連合会という」）と称する。 

 

（組織） 

第２条 連合会は、若草一～八丁目町内会および岡本西町内会（以下「地区」という）の自

主防災会および防災サポーターをもって構成する。 

   （別図第１「若草・岡本西地区自主防災連合会組織図」参照） 

 

（目的） 

第３条 連合会は、地区の住民がお互いに助け合い、自主的に連携・協調した防災活動を行

い、被害の防止および軽減を図ることを目的とする。 

 

（活動） 

第４条 連合会は、前条の目的を達成するため次の活動を行う。 

（１）地区防災計画の作成に関すること。 

（２）防災に関する知識の普及と啓発に関すること。 

（３）地区防災訓練の実施に関すること。 

（４）災害発生時の情報の収集・伝達、救出、救護等、応急対策に関すること。 

（５）その他、連合会の目的を達成するために必要な事項。 

    （別図第２「災害時連絡体制図」および別表第１「自主防災連合会と自主防災会

の役割分担」参照） 

 

（会員） 

第５条 連合会は、地区の住民をもって会員とする。 

 

（役員） 

第６条 連合会に次の役員を置く。 

 （１）会長    １名 

 （２）副会長   １名 

 ２ 会長、副会長は、各自主防災会長の互選により選出する。 

 ３ 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

 

（役員の職務） 

第７条 会長は、会務を統括し、第４条の活動に必要な事項を行う。 

 ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を行う。 



 ３ 会長は、第３条の目的達成に関し、必要な会議（以下「自主防災地区会議」という）

を開催するものとする。 

 ４ 自主防災地区会議は、各自主防災会長で構成する。 

 ５ 自主防災地区会議の議事は、出席した構成員の多数決によって決める。                    

 

 （防災サポーター） 

第８条 連合会には、地域防災力向上のため、有識者等による「防災サポーター」を設ける。 

 ２ 防災サポーターは、防災活動の実践と充実（地域防災力の向上）に努め、連合会の目

的を支援するもので、連合会の要請により自主防災地区会議に参加する。 

 ３ 防災サポーターは、以下のメンバーで構成する。 

（１） 警察・消防署等での実務経験者 

（２） 医療関係業務（医師、看護士等）の従事者 

（３） 土木・建築の有識者 

なお、これらの各メンバーは、連合会が選出し自主防災地区会義で承認された者 

   で、現役・過去の経験者を問わない。 

 ４ 防災サポーターの任期は１年とし、再任を妨げない。 

 

 （経費） 

第９条 連合会の運営に必要な経費は、若草・岡本西地区協働活動特別会計から支出する。 

 

 （規則の改廃） 

第１０条 この規則は、自主防災地区会議にて改廃することができる。 

 

 

付則 この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

付則 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

付則 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 



別図第１　「若草・岡本西地区自主防災連合会組織図」　（第２条関係）
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別図第２　「災害時連絡体制図」　（第４条関係）
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　＊報告・指示の手段は通信機能の状態に
　  より電話か直接の伝達かを選ぶ。

町内会長（自主防災会長）

自主防災連合会会長 まちづくり協議会事務局

志津南小学校草津市（危機管理課）
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